○移動販売車運行管理要綱
	




	


(目的)
第1条　この要綱は、移動販売車(以下「フードカー」という。)の運行により、藤里町の賑わいの創出と住民の起業創業を支援するために、フードカーの合理的な運行管理を行うことを目的とする。
(車両の管理)
第2条　フードカーの管理者は、総務課長の職にある者をもって充てる。
2　管理者は、常に車両の運行状況を把握し、事故の防止に努めなければならない。
(フードカーの使用)
第3条　フードカーの使用は、別に定める許可基準を満たし管理者の許可を得たものに限る。ただし、町長が特に必要と認めたときは、この限りでない。
(使用手続等)
第4条　フードカーを利用しようとする者は、使用許可申請書(様式第1号)を使用開始の7日前までに提出して、管理者の許可を受けなければならない。ただし、緊急用務のために使用するときは、この限りでない。
2　管理者は、第1項の申請書を受理したときは内容を検討し、使用の可否について申請者へ通知しなければならない。
3　前項の規定により使用許可を受けた者（以下「使用者」という）が使用の内容を変更しようとするときは、ただちに管理者に届け指示を受けなければならない。
(使用制限)
第5条　管理者は、次の各号の一に該当するときは、フードカーを使用させないものとする。ただし、特殊事情として管理者が特に認めたときは、この限りでない。
[bookmark: at5cl1it1](1)　フードカーの使用目的事業としてふさわしくないもの
[bookmark: at9cl1it1](2)　営業行為を行う場合であって、管轄する保健所の許可がないもの。
[bookmark: at5cl1it7](3)　その他運行管理上不適当であると認められるとき。
(許可の変更、取消し)
第6条　管理者が使用を許可した後であっても町の公共利用等で必要が生じたときは、その使用を変更し、又は取消すことができる。
(指示事項)
第7条　使用者は、管理者の指示注意に従い、利用に関して清潔整頓等に配慮をし、誠実に使用しなければならない。
 (費用の負担)
第8条　使用者は、次の費用を負担しなければならない。
一　燃料費
二　有料道路の通行料、駐車場の使用料
三　前二号に掲げるもののほか、町長が必要と認めた費用
2　前項の費用は、町長が特に必要があると認めた場合は、これを減額し、又は免除することができる。
(損害賠償及び求償)
第9条　フードカーの運行によって発生した交通事故について、町がその損害を賠償すべき責任がある場合には、自動車損害賠償保障法(昭和三十年法律第九十七号)第七十一条の規定により政府が行う自動車損害賠償保障事業を基準として適正な賠償をするものとする。
2　前項の規定により町がその損害を賠償した場合において、当該交通事故が使用者その他の関係者の故意又は重大な過失によって発生したものであるときは、町が賠償した金額の全部又は一部を使用者に求償する。
（転貸等の禁止）
 第10条 使用者は、フードカーを第三者に転貸してはならない。
(弁償)
第11条　使用者がフードカーの器具等を破損したときは、管理者の指示する方法で弁償しなければならない。
(運転日誌)
第12条　フードカー運転日誌を備付し、使用者は所要事項を記入の上、管理者の点検を受けなければならない。
(運行)
第13条　使用者は運転に必要な資格及び技能を有し、管理者が適当と認めた者とする。
(事故の報告)
第14条　使用者は、事故があった場合には、速やかに被害者の救済、警察への届出等事故処理について万全を期すとともに、管理者に報告しなければならない。
2　前項に規定する事故のほか、自損事故等車輌の損傷にかかるものすべての場合において、運転手による顛末書を添付し、事故報告書を提出するものとする。
(補則)
第15条　この規則に定めるもののほか、必要事項は、その都度管理者が指示するものとする。
附　則
この要綱は、平成29年4月1日から施行する。



様式第1号
フードカー使用許可申請書
[別紙参照]

様式第２号
　フードカー使用許可決定通知書


◆許可基準

　宗教、政治に関わるイベントは不許可とする。以下ア及びイのそれぞれの申請に応じ、優先順位に応じて許可を行う。またチャレンジ利用については、原則町内在住者のみ利用を許可する。

ア．地域おこし協力隊等営業による出店要請　　
１　藤里町が主催するイベントや取り組み
２　藤里町で行われる賑わい創出のためのイベント　
３　秋田県内で行われる移住定住促進、観光プロモーションイベント
４　県外への出店は、町長が特に認める場合は可とする。


イ．起業を目指したチャレンジ利用　　　　　　　　
１　事業内容について申請前に藤里町総務課と協議すること。
２　管轄の保健所よりフードカーへの新たな営業許可を得た内容に限る。
３　利用期間は最大３ヶ月とする。継続を希望する場合は、その都度申請とする。
４　期間利用料は、１９，５００円とする。
[bookmark: _GoBack]※営業許可申請にかかる県証紙及び能代山本衛生協会加入登録分相当
